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１．はじめに 

現在、携帯電話やスマートフォンの日本におけ

る普及率は９割を超えていると言われており、近年

はワイヤレスキーボードや、ワイヤレスイヤホンな

どと言ったスマートフォンの周辺機器が増加してい

る。その中の１つにスマートウォッチがある。スマ

ートウォッチとは腕時計のような小さなウェアラブ

ル端末であり、腕時計の文字盤にあたる部分が全面

もしくは部分的にディスプレイになっている。主な

機能として、時刻の確認はもちろん、メールを読む、

歩数を測る、電子決済を行うといった機能が搭載さ

れている。 

スマートウォッチで文字を入力する際の主な入

力手法として、音声入力とタッチパネルを用いた入

力がある。しかし、音声入力には、電車の中や静か

な場所では音声を発しづらく、機密情報を入力しづ

らいという課題がある。そこで、タッチパネルによ

る入力も必要となるが、スマートウォッチでは画面

が小さく、文字を打つのに不便であるという課題が

ある。特に、キーボード入力では小さな画面上にキ

ーボードが表示されるため、タッチパネル上での入

力が難しく、誤入力が発生しやすい。また、トグル

入力を用いた方法では誤入力が発生した際に訂正す

るのに時間が掛るなどいったことが挙げられる。 

本研究の目的は、新たなスマートウォッチの文

字入力方法を提案し、スマートウォッチの文字入力

を行い易くすることである。 

 

 

２．既存研究 

東條ら[1]による文字入力インタフェースでは、

ディスプレイ上に円環状に各行の先頭文字のキーを

配置し、その後フリック入力にて文字を入力する方

式を取っている。他にも秋田ら[2]が、画面端に各

行の先頭文字を２つずつ並べ、フリック入力にて入

力する文字を確定する方式を取っている。 

しかしそれぞれの課題点として、東條らによる

文字入力方法ではフリックする方向が各行の先頭文

字ごとに異なってしまっていたことが直感的な分か

りやすさを損ねてしまった点があった。秋田らによ

る文字入力方法では表示を大きくすることで、誤入

力を減少することができたが、文字を入力するまで

のプロセスが長くなってしまっている。 

 

３．提案する入力方法 

先行研究の文字入力がディスプレイを主に用い

たものであるのに対し、本研究ではスマートウォッ

チに装備されているリューズや物理ボタン（図１）

を駆使して入力を行おうと考えている。図 1 に示す

ようなボタンなどといった物理的な操作部分を用い

ることで直感的でわかりやすい入力が期待できる。 

 

 

図 1 スマートウォッチのイメージ 
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４．これまでの進捗 

4.1 環境構築 

研究を行うために Android Studio をインストー

ルした。スマートウォッチの仮想 OS を構築しコン

ピューター上で動作できるようにした。また、後述

する研究機材においても開発したアプリを動作でき

るようにした。 

 

4.2 研究機材の決定 

研究機材として図 2 に示す Google Pixel Watch

を使用することにした。理由としては、リューズと

ボタンが機能として装備されており、スマートウォ

ッチ内でも比較的最新の機種であったためである。 

 

 

図 2 機材 Google Pixel Watch 

 

4.3 プロトデザイン案 

プロトデザイン案を図 3 に示す。まず、画面上に

あかさたな順に各行の先頭文字を配置する。ここで

は例として「あ」行を選択する。選択後リューズを

回すことにより、母音を選択し、その後に母音をリ

ューズを押し込むことで確定する方式である。物理

ボタンは、濁点と半濁点の付与に用いる 

 

５．おわりに 

本研究では、スマートウォッチによる入力しや

すい文字入力インタフェースの提案を行い、既存の

入力方法と比較することが目的である。今後はプロ

トデザイン案を元にシステム構築、実装を行う。イ

ンタフェースの評価には、スマートウォッチを用い

てテキストを入力するタスクを設定し、既存入力方

法と比較を行う予定である。 

 

 

図 3 デザイン案 
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